
 

令和２年度 第１回牧区地域協議会 次第 

 

日時：令和２年５月１５日（金） 

午後６時～ 

会場：牧区総合事務所３０１会議室 

 

 

１ 開  会 

 

 

２ 牧区総合事務所長あいさつ 

 

 

３ 自己紹介（担当職員、各委員） 

 

 

４ 協議事項 

 ⑴地域協議会に係る制度等について・・・・・・・・・・・・・・別冊ファイル 

 

 ⑵会長及び副会長の選任 

 

 ⑶地域協議会の運営について・・・・・・・・・・・・・資料No.1 ～資料No.5  

 

 ⑷令和２年度地域活動支援事業について・・・・・・・・資料No.6 ～資料No.11 

 

 

５ その他（連絡事項） 

 

 

６  閉  会 

 



地域協議会の運営について（協議事項一覧） 

審議事項 
（※は根拠例規） 

これまでの状況 審議結果 

➀ 

会議の招集請求に 

必要な委員数 
※上越市地域自治区の設

置に関する条例（以下、

「設置条例」という。）

第 8条第 1項第 2号 

 ３人   人 

② 

会議録の確認者 
※上越市審議会等の会議

の公開に関する条例施

行規則第 5条第 2項 

会長、副会長を除外した、 

名簿順による輪番１名  

③ 会議の座席順 
会長、副会長を除外した、 

名簿順 
 

④ 
自主的審議事項の提

出方法 

「自主的審議事項提出票」

を事務局に提出する。 

「自主的審議事項提出票」

を事務局に提出する。 

⑤ 
地域協議会だよりの

編集方法 

■編集委員 

・３人 (４班体制) 

■編集委員 

・ 

■発行回数・時期 

・年３回(６月、１２月、３月) 

■発行回数・時期 

・ 

■編集方法など 

・編集会議を開催する。 

■編集方法など 

・ 

⑥ 会議の開催日時 

■日程 

・火曜日 

■日程 

・ 

■開始時刻 

・午後６時３０分 

■開始時刻 

・ 

■会場 

・牧区総合事務所 

■会場 

・ 
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審議事項 
（※は根拠例規） 

これまでの状況 審議結果 

⑦ 
諮問案件における 

書面審議 
 

■実施の条件 

・委員の生命の危険又は健康

を害する恐れがあり、委員を招

集できない場合又は招集する

ことが適当でない場合。 

・前項の場合により、当該案件

について、委員を招集し、審議

するいとまがない場合。 

・前２項に類するとして、会長

が認める場合。 

■実施の判断 

・正副会長の協議により決定 

■表決 

・委員の半数以上の意思表示

をもって、議決があったものと

みなす。 

・前項において、可否同数のと

きは、正副会長の協議により決

する。 

■附帯意見 

・正副会長の協議により決す

る。 

⑧ 
傍聴人の受入れ 

人数 
８人   人 

 
＜参考：関連例規＞ 
○上越市地域自治区の設置に関する条例（抄）  

(会議) 
第８条 会議は、次に掲げる場合に会長が招集し、会長が議長となる。ただし、会

長及び副会長が選任されていない場合で市長が必要と認めるときは、市長が招集
し、市長が指名する者が議長となる。 
(1) 会長が必要と認める場合 
(2) それぞれの地域協議会が定める数以上の委員から請求があった場合 

２ 会議は、委員の半数以上の出席がなければ開くことができない。 
３ 会議の議事は、出席した委員の過半数でこれを決し、可否同数のときは、議長

の決するところによる。 
４ 前３項に定めるもののほか、会議に関し必要な事項は、それぞれの地域協議会

が定める。 

○上越市審議会等の会議の公開に関する条例施行規則（抄） 
(会議録) 

第５条 略  
２  前項に規定する会議録の内容は、審議会等が指定した者の確認を得るものとす

る。 
 



 牧区地域協議会 

自主的審議事項 提出票 

 

 

令和  年  月  日 

 

氏名：          

 

標題：                      

 

概要（要旨を箇条書き） 
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敬称略

№ 氏    名 住    所 たより編集班 備　考

1 飯田　秀治 牧区岩神1183番地 1

2 池田　幸弘 牧区高谷1947 1

3 井上　光廣 牧区荒井855 1

4 小黒　誠 牧区原960 2

5 折笠　忠一 牧区神谷913 2

6 坂井　雅子 牧区小川994 2

7 佐藤　祐子 牧区棚広2631-1 3

8 清水　薫 牧区宮口1012 3

9 髙澤　富士雄 牧区大月253-1 3

10 難波　一仁 牧区上牧353 4

11 西山　新平 牧区山口464 4

12 横尾　哲郎 牧区泉582 4

牧区地域協議会委員名簿

令和2年4月28日付



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

難
波 

一
仁 

 

去
る
6
月
29
日
、
昨
年
に
引
き
続
き
4
区

（
中
郷
区
、
板
倉
区
、
清
里
区
、
牧
区
）
地
域

協
議
会
委
員
合
同
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
総
勢
49
名
の
参
加
の
も
と
、
糸

魚
川
市
（
旧
、
能
生
町
）
上
南
地
区
地
域
づ
く

り
協
議
会
の
伊
藤
会
長
様
よ
り
「
資
源
と
人
材

を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
」
の
テ
ー
マ
で
ご
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
上
南
地
区
は
、
ス
キ

ー
場
や
温
泉
地
な
ど
の
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
た

地
域
で
あ
る
こ
と
や
、
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
の
定
住 

者
等
の
技
術
・
知
識
・
能
力
を
得
な
が
ら
、【
無

い
も
の
は
つ
く
り
、
あ
る
も
の
を
活
か
す
・

無
理
な
く
、
楽
し
く
】
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
資

源
・
伝
統
を
継
承
し
な
が
ら
活
動
し
、
各
方

面
に
情
報
発
信
を
し
て
い
る
と
の
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。
地
域
に
「
無
い
も
の
・
あ
る
も

の
」
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
地
域
で
可
能
な
こ

と
を
協
議
の
う
え
実
践
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。 

 

特
に
、
あ
る
も
の
リ
ス
ト
に
あ
っ
た
【
人

情
・
郷
土
愛
・
元
気
な
高
齢
者
】
に
つ
い
て

は
、
牧
区
に
お
い
て
も
重
要
な
項
目
と
感
じ

ま
し
た
。 

 

後
半
は
、
4
区
地
域
協
議
会
委
員
の
交
流

会
で
、
各
区
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
話
し

合
い
を
行
い
ま
し
た
。
過
疎
地
域
・
少
子
高

齢
化
・
限
界
集
落
・
豪
雪
地
域
・
農
業
後
継

者
問
題
・
空
き
家
対
策
な
ど
共
通
の
課
題
が

多
く
、
今
後
も
4 

区
に
お
い
て
解
決 

策
や
対
応
策
を
協 

議
し
て
い
く
事
が 

必
要
と
感
じ
ま
し 

た
。 

 

最
後
に
、
上
南 

地
区
と
牧
区
を
単 

純
に
比
較
・
真
似 

す
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
牧
区
に
お
い
て

（
裏
面
に
つ
づ
く
） 

                          

（
裏
面
に
つ
づ
く
） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■
4
月
27
日
（
土
） 

○
第
1
回
牧
区
地
域
協
議
会 

・
平
成
31
年
度
地
域
活
動
支
援
事
業
の 

ヒ
ア
リ
ン
グ 

■
5
月
14
日
（
火
） 

○
第
2
回
牧
区
地
域
協
議
会 

・
令
和
元
年
度
地
域
活
動
支
援
事
業
の 

決
定
に
つ
い
て 

■
6
月
15
日
（
土
） 

○
牧
区
地
域
協
議
会
だ
よ
り
第
46
号
発
行 

■
6
月
26
日
（
水
）
～
7
月
5
日
（
金
） 

○
地
区
懇
談
会
参
加 

■
6
月
29
日
（
土
） 

○
4
区
（
中
郷
区
、
板
倉
区
、
清
里
区
、
牧 

区
）
地
域
協
議
会
委
員
合
同
研
修
会 

■
7
月
9
日
（
火
） 

○
第
3
回
牧
区
地
域
協
議
会 

 
 

・
令
和
元
年
度
地
域
活
動
支
援
事
業 

 
 
 

に
つ
い
て 

■
8
月
27
日
（
火
） 

○
第
4
回
牧
区
地
域
協
議
会 

 
 

・
令
和
元
年
度
牧
区
地
域
協
議
会
委
員 

 
 
 

視
察
研
修
に
つ
い
て 

■
10
月
8
日
（
火
） 

 

○
市
議
会
と
の
意
見
交
換
会
（
上
越
市
役
所

木
田
庁
舎
5
階
第
2
委
員
会
室
） 

 
 

丸
山
会
長
出
席 

■
10
月
29
日
（
火
） 

○
視
察
研
修 

・
陸
上
自
衛
隊
高
田
駐
屯
地 

 
 

・
直
江
津
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地 

■
11
月
6
日
（
水
） 

○
地
域
協
議
会
会
長
会
議
（
直
江
津
学
び
の 

交
流
館
）
丸
山
会
長
出
席 

・
令
和
2
年
度
地
域
協
議
会
委
員
改
選
に 

つ
い
て 

■
11
月
19
日
（
火
） 

○
第
5
回
牧
区
地
域
協
議
会 

 
 

・
令
和
2
年
度
地
域
協
議
会
だ
よ
り
の
配 

布
方
法
に
つ
い
て 

・
活
動
報
告
会
の
開
催
に
つ
い
て 

 

牧区地域協議会だより 
令和元年１２月１日発行（第４７号） 発行：牧区地域協議会 

牧
区
地
域
協
議
会
の
活
動
状
況 

４
区
地
域
協
議
会
委
員
合
同
研
修
会
報
告 
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渡
辺 

喜
一 

 

今
年
度
の
牧
区
地
域
協
議
会
の
視
察
研
修

は
、
10
月
29
日
に
、
委
員
11
名
、
事
務
局
3
名

が
参
加
し
、
陸
上
自
衛
隊
高
田
駐
屯
地
と
直
江

津
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

高
田
駐
屯
地
で
は
、
広
報
担
当
官
か
ら
映
像

を
使
っ
て
、
駐
屯
地
の
歴
史
（
明
治
後
半
の
旧

陸
軍
入
城
～
駐
屯
地
設
置
に
至
る
ま
で
）
や
現

在
の
状
況
等
を
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。
大
規

模
災
害
地
へ
の
派
遣
で
は
、
隊
の
装
備
・
技
術
・

能
力
を
生
か
し
て
、「
自
衛
隊
に
し
か
出
来
な
い

事
」、「
自
衛
隊
だ
か 

ら
出
来
る
事
」
に
よ 

り
活
動
し
て
い
る
と 

い
う
お
話
は
印
象
的 

で
し
た
。 

 

そ
の
後
、
マ
イ
ク 

ロ
バ
ス
で
駐
屯
地
内 

を
巡
回
し
、
建
物
や 

車
両
の
説
明
を
受
け
た
後
、
郷
土
記
念
館
を
案 

 

 

 

 

                                    

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
一
ケ
月
と
な
り
、
無
事
に
一
年
が

過
ご
せ
た
事
に
感
謝
し
つ
つ
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
九
月

か
ら
十
月
に
か
け
て
関
東
地
方
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
台
風
15
号
と
19
号
は
、
ま
だ
記
憶
に
新
し
い

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
牧
区
で
は
、
10
月
12
日
夜
か
ら
13

日
未
明
に
か
け
て
大
雨
を
降
ら
せ
た
台
風
19
号
に
よ
り
、

人
的
被
害
は
無
か
っ
た
も
の
の
、
至
る
所
で
農
地
や
農
道

が
崩
落
し
、
建
物
や
農
業
用
施
設
に
も
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
も
し
、
牧
区
全
域
に
「
避
難
指
示
」
が
発
令
さ
れ

た
場
合
、
そ
の
後
の
生
活
は
一
変
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

つ
く
づ
く
自
然
の
猛
威
は
恐
ろ
し
い
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た

出
来
事
で
し
た
。 

『
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
』
の
諺
通
り
、
今
後
も
や
っ
て

来
る
で
あ
ろ
う
自
然
の
猛
威
に
対
し
、
事
前
予
防
を
全
域

で
徹
底
的
に
見
直
す
事
こ
そ
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
る
と

こ
ろ
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

編
集
委
員 

前
山 

美
智
弘 

編
集
後
記 

も
多
く
の
個
人
・
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動
を
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
な
る
【
人
情
・
郷
土
愛
・

元
気
な
高
齢
者
】
の
活
用
と
、
今
あ
る
資
源
・

人
材
の
発
掘
、
交
流
人
口
の
増
加
を
望
め
る
よ

う
な
行
動
が
必
要
か
と
感
じ
た
研
修
会
で
し

た
。 

視
察
研
修
報
告 

内
し
て
頂
き
ま
し
た
。
館
内
に
は
、
戦
時
中
の
遺
品
や
駐

屯
地
の
歴
史
を
示
す
多
く
の
物
品
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、

大
変
興
味
深
く
見
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

次
に
、
国
際
石
油
開
発
帝
石 

株
式
会
社
が
所
有
す
る
直
江
津 

Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
を
視
察
し
ま
し
た
。 

敷
地
内
に
あ
る
イ
ン
ペ
ッ
ク
ス 

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
ジ
オ
ラ 

マ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ 

ピ
ン
グ
に
よ
る
映
像
に
て
、
天 

然
ガ
ス
の
発
掘
か
ら
使
用
さ
れ 

る
ま
で
の
工
程
を
学
び
ま
し
た
。 

続
い
て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
方
々
か
ら
基
地
及
び

幹
線
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
概
要
を
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

基
地
に
は
、
主
に
海
外
か
ら
輸
送
さ
れ
た
液
化
天
然
ガ
ス

（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
を
貯
蔵
す
る
た
め
の
「
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
」
と
標

記
さ
れ
た
巨
大
タ
ン
ク
が
2
基
あ
り
、
1
基
あ
た
り
の
大

き
さ
は
直
径
約
83
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
54
メ
ー
ト
ル
、
容

量
は
18
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
と
、
ボ
ー
イ
ン
グ
機
が
3
機
格

納
で
き
る
ほ
ど
の
大
き
さ
で
す
。
こ
こ
で
貯
蔵
し
て
い
る

Ｌ
Ｎ
Ｇ
は
、
海
水
の
熱
を
利
用
し
温
め
て
気
化
さ
せ
た
後
、

液
化
石
油
ガ
ス
を
加
え
て
熱
量
調
整
を
行
う
こ
と
で
製
品

ガ
ス
と
な
り
、
総
延
長
一
五
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
通
し
て
、
一
都
八
県
の
都
市
ガ
ス
事
業

者
等
の
需
要
家
へ
供
給
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

海
外
か
ら
運
ば
れ
て
く
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
が
ど
の
よ
う
に
利
用

さ
れ
て
い
る
か
な
ど
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
事
を
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 

今
回
の
視
察
研
修
で
は
、
市
内
に
あ
る
2
施
設
に
伺
い

ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
初
め
て
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
こ

と
が
多
く
、
各
施
設
の
業
務
や
事
業
の
一
端
を
知
る
こ
と

が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。 



令和元年度 牧区地域協議会年間スケジュール 

 

日   時 内             容 

4 月 01 日（月）～ 提案書受付開始  

4 月 19 日（金） 提案書受付終了（受付時間：17 時 15 分まで） 

4 月 27 日（土） 8時 30 分～ 

・聞き取り調査(ヒアリング)及び基本審査（○×） 

・基本審査通過案件に対する自宅採点（～5/8） 

（第 1回地域協議会） 

5 月 8 日（水） 自宅採点表提出 

5 月 14 日（火） 18 時 30 分～ 
地域協議会としての採択決定及び事務所長への報告 

（第 2回地域協議会） 

5 月 17 日（金） 午後 採択案件提案団体へ決定通知の発送 

6 月 25 日（火）18時 30 分～ 

定例会 

○第１回地区懇談会への同行（中旬から下旬予定） 

○地域協議会だより発行 

○4区合同研修会（6月 29 日（土）） 

7 月 23 日（火）18時 30 分～ 定例会 

8 月 27 日（火）18時 30 分～ 定例会 

9 月 24 日（火）18時 30 分～ 定例会 

10 月 15 日（火）18時 30 分～ 
定例会 

○視察研修（下旬予定） 

11 月 26 日（火）18時 30 分～ 
定例会 

○地域協議会だより発行 

12 月 24 日（火）18時 30 分～ 
定例会 

○地域活動フォーラムへの参加 

1 月 21 日（火）18時 30 分～ 定例会 

2 月 25 日（火）18時 30 分～ 定例会 

3 月 24 日（火）18時 30 分～ 

定例会 

○地域協議会だより発行 

○地域活動支援事業事前説明会 

資料ＮＯ５ 



令和２年度地域活動支援事業実施の流れ（フロー図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ヒアリング 

■一次審査（採択方針との整合性の審査） 

・審査票の〇×を集計し、委員の半数

以上の〇で採択事業(候補)を選定 

 
第２回牧区地域協議会 

6/9(火) 
第３回牧区地域協議会 

6/16(火)  

2/29(土) 事前説明会 
・牧コミュニティプラザ２階集会室 

個別事前相談会（～3/31(火)） 

 

3/2(月) 

提案書受付期間（～4/24(金)） 

 

4/1(水) 

5/24(日) 

5/15(金) 第１回牧区地域協議会 
■審査方法の説明等 

➀予算内の場合 ②予算を超えた場合 

 

・二次審査の結果を基に審査 

・補助金額について協議 

・結果通知書送付 

・二次募集の実施について協議 

第４回牧区地域協議会 

■補助金額の決定 

 結果通知書送付 

■採択事業の決定 

■二次審査（共通審査）～6/1(月) 

・一次審査の採択事業候補について、 

採点を行う。 

➀予算内の場合 ②予算を超えた場合 

・結果通知書送付 

・二次募集の実施について協議 
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事業
番号

団体等の名称 代表者氏名 事業費
補助金
希望額

1 牧区防災士会 折笠　昭 420 420

2 屋号を残す会 小林　哲夫 266 246

3 NPO法人　牧振興会 梨本　正昭 624 578

4 川上地区協議会 金井　薫 977 900

5
レストハウス「けやき」
周辺整備の会

和久井　勝 261 260

6 牧区地区協議会連絡会議 宮内　昭 994 993

7 牧文化協会 井上　博 334 333

8 泉町内会 折笠　弘志 879 836

9 上牧町内会 和栗　俊一 410 409

5,165 4,975

上牧番所、塩の道、古代詞の保存と観光地域交流整備事業

合計

　（単位：千円）　

資料ＮＯ７

川上　山里の風事業

沖見地区観光拠点づくり事業

地域の活性化促進事業

「おら村の花嫁行列」再現事業

泉　棚田ほたる事業

令和２年度上越市地域活動支援事業【提案事業一覧】

事業の名称

自主防災活動支援事業

屋号を活かし、地域を活性化させる事業

地域づくり活性化事業



ヒアリング実施日：令和2年5月24日（日） 【地域協議会委員用】

時間
配分

提案書受付番号 団体名 エントリー内容

9:00 ～ 9:15 15 事前打合せ

9:15 ～ 9:30 15 牧区防災士会 自主防災活動支援事業

9:30 ～ 9:35 5

9:35 ～ 9:50 15 屋号を残す会 屋号を活かし、地域を活性化させる事業

9:50 ～ 9:55 5

9:55 ～ 10:10 15 NPO法人牧振興会 地域づくり活性化事業

10:10 ～ 10:15 5

10:15 ～ 10:30 15 川上地区協議会 川上　山里の風事業

10:30 ～ 10:35 5

10:35 ～ 10:50 15
レストハウス「けやき」
　　　　　　　　　周辺整備の会

沖見地区観光拠点づくり事業

10:50 ～ 10:55 5

10:55 ～ 11:05 10

11:05 ～ 11:20 15 牧区地区協議会連絡会議 地域の活性化促進事業

11:20 ～ 11:25 5

11:25 ～ 11:40 15 牧文化協会 「おら村の花嫁行列」再現事業

11:40 ～ 11:45 5

11:45 ～ 12:00 15 泉町内会 泉　棚田ほたる事業

12:00 ～ 12:05 5

12:05 ～ 12:20 15 上牧町内会 上牧番所、塩の道、古代詞の保存と観光地域交流事業

12:20 ～ 12:25 5

12:25 ～ 12:40 15 まとめ（集計）

12:40 ～ 13:00 20 片付け・解散

8

休　　憩

　　　提案事業審査（第1回審査票記入）

時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和２年度地域活動支援事業ヒアリング日程表  　　　　　　　　　　　資料ＮＯ８

9

　　　提案事業審査（第1回審査票記入）

1

　　　提案事業審査（第1回審査票記入）

　　　提案事業審査（第1回審査票記入）

2

3

　　　提案事業審査（第1回審査票記入）

4

　　　提案事業審査（第1回審査票記入）

5

　　　提案事業審査（第1回審査票記入）

6

　　　提案事業審査（第1回審査票記入）

7

　　　提案事業審査（第1回審査票記入）



事業名

・全市的な方向性と合致しているか。 4・3・2・1・0

・提案者以外の市民や団体等に不利益を与えるものではないか。 4・3・2・1・0

・地域の課題解決や活力向上に効果が見込まれる取組であるか。 4・3・2・1・0

・地域の実情や住民要望に対応したものか。 4・3・2・1・0

・緊急性の高い提案事業であるか。 4・3・2・1・0

・目標（達成すべきこと）や事業内容が明確なものか。 4・3・2・1・0

・関係者との合意形成や組織内部での実施態勢が整っているか。 4・3・2・1・0

・資金調達の規模や時期に無理はないか。 4・3・2・1・0

④参加性
・提案事業の実施に当たり、提案者に限らず多くの住民等の参加が期待
　できるものか。

12・9・6・3・0
/12

・新しい発想が感じられる取組や、先進的な取組であるか。 4・3・2・1・0

・事業の終了後における自立性や発展性は期待できるか。 4・3・2・1・0

・提案団体に、信頼性や将来性はあるか。 4・3・2・1・0

合計

/64

　　　　　　　　　　　　　　　　　審査員番号

資料ＮＯ９

　【 第２回　審　査　票 】　　　令和２年度

　

共通審査項目　【採点】点数に○を記入

 ４（１２）点：優れている　・　３（９）点：やや優れている　・　２（６）点：普通　・　1（3）点：やや劣っている　・　０点：劣っている

①公益性

・提案事業の成果が広く地域に還元されるものであり、補助金を充てて
　購入した物品や修繕した施設等が、長く地域で活用される見込みがあ
　るか。

4・3・2・1・0

/12

②必要性

/16

・ほかの方法で代替できないものであるか。また、補助金を充てる経費
　が、提案事業を実施する上で不可欠なものであり、その規模も必要な
　限度となっているか。

4・3・2・1・0

③実現性

/12

⑤発展性

/12
※意見等
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【上越市地域活動支援事業 令和２年度実施分 募集要項】 牧区版 

  
★ 市では身近な地域自治を推進するため、地域活動支援事業を実施しています。 
★ 地域における課題の解決を図り、それぞれの地域の活力を向上するため、市民
の皆さんが自発的・主体的に行う地域活動に対して支援を行います。 

★ また、この地域活動支援事業は、補助金の使い道を市民の皆さんに考えていた
だき、活動することを通して、市民の皆さんが自治や地域づくりを考えていただ
く機会でもあります。 

  各地域自治区の地域協議会では、この趣旨を踏まえて、地域の課題や地域の目
指すべき姿を議論していく中で、それぞれの想いを採択の方針や事業の審査に反

映することとしています。 
★ 私たちの地域を、もっと住みよく、もっと元気にするために、この事業を活用
し、まちづくり活動に取り組んでみませんか。 

 
★ 令和 2年度に実施する事業の 
提案を、以下のとおり募集します。 
奮ってご応募ください。 
 

 
■ 募集期間   
令和 2年 4 月 1 日(水)8：30 から 
 

4 月 24 日(金)17：15 まで(厳守) 
 
■ 実施方法 

 

～事業の内容～ 
 
・団体等が主体的に取り組む活動に対し、市が補助金を交付します。 
 

～事業を提案できる方～ 
 

・5 人以上で構成し、市内で活動する法人又は団体（政治や宗教活動を目的とする 
法人等及び営利法人を除く。） 
 

「身近な地域での課題の解決や活力の向上」のために行う事業であれば、種類や
分野は問わず対象となります。 
 
※ただし、次のような事業は対象とはなりません。 
 
・物品の購入や施設等の整備・修繕のみを目的とした、活動を伴わない事業 
・政治活動・宗教活動を目的とする事業 
・公序良俗に反する事業 

・国・県・市の他の補助制度と重複して助成を受けようとする事業 
・市に大規模な施設の設置や開発を求めるために行う事業（事業計画の策定や推
進のための会議など） 

・行政サービスの提供や公共施設の整備等を市に求める事業 

私たちの地域をもっとよくする 

「まちづくり活動」の提案を募集します‼ 

お気軽にご相談ください！ 
 

資料ＮＯ１０ 



- 2 - 

■ 支援内容 
  

・事業の目的を達成するために直接必要な経費を補助します。 

≪ポイント！≫ 
・事業に要する経費のうち、次に掲げる経費は補助の対象外となります。 

① 応募や実績報告などに要する事務的な経費（提出資料のコピー代や郵送
代等） 

② 応募団体等の運営（人件費、事務所の家賃等）に要する経費 
③ 応募団体の人が飲食を行う経費（弁当代やイベント終了後に行う懇談会

の食事代等。ただし、作業に参加した人へのお茶代・菓子代は対象としま
す。） 

④ 会議の時のお茶代・菓子代 
⑤ 金券（商品券、サービス券等）などの発行に係る経費（個人の私的な資産

形成に当たるものと捉えられるため、対象外とします。） 
⑥ その他対象とすることが適当でないと市長が認めた経費 

・令和 3年 3月 31 日までに事業を完了（経費の支払いを含む。）するとともに、 
牧区総合事務所に実績報告書を提出してください。 

 

■ 補助金額  
≪牧区の予算（配分額）≫  

５００万円 
 

≪ポイント！≫ 
・補助金の額は 1,000 円単位（1,000 円未満の端数は切り捨て）とします。また、
提案された事業の審査の結果、不採択となり補助金の交付が行われない場合
や、補助金希望額どおりとならない場合があります。 

 

■ 応募方法 
 

・所定の事業提案書に必要事項を記入し、説明資料（団体の規約、見積書、図面な 
ど）と合わせ、牧区総合事務所へ持参してください。 
 

≪ポイント！≫ 
・申請する場合は、「地域活動支援事業に関するＱ＆Ａ」を必ずお読みいただき、
詳細についてご確認ください。 

・補助金の交付決定前であっても、事業提案書の提出日以降に着手する事業であ
れば対象とします。ただし、審査の結果、事業が不採択となる場合や補助金希望
額どおりとならない場合がありますので、あらかじめご了承ください。 

・市有地・市の施設を利用する事業を提案するときは、牧区総合事務所へ事前に
ご相談ください。 

・自己所有以外の土地等を利用する事業を提案するときは、土地所有者等と事前
の相談を行ってください。（採択後は、所有者の承諾書を提出していただく必要

があります） 
・応募に必要な事業提案書等の様式及び地域活動支援事業に関するＱ＆Ａは、牧
区総合事務所で配布します。また、市のホームページから様式の電子データをダ
ウンロードすることができます。 
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■ 提案事業の審査と決定 
 
・牧区地域協議会が審査を行い、採択等を決定します。 

・審査方法は、書類審査のほか、聞き取り調査（ヒアリング）を行います。 
 ※日時については、提案者に別途通知します。 
・審査は、次の視点を踏まえて行います。 

 

１ 牧区の採択方針 
牧区に定住する人材の育成又は確保につながり、地域住民が自主的、主体的に取

り組む事業を対象とする。 
(適用例) 
・社会教育の推進や伝統文化の保存継承に寄与する事業 

 ・雇用の促進に寄与する事業 
 ・産業振興に寄与する事業 
 ・健康増進に寄与する事業 

 ・少子高齢化対策に寄与する事業 
 ・環境保全に寄与する事業 
 ・安全・安心活動に寄与する事業 
 ・生活環境の維持・向上に寄与する事業 
 ・観光資源の活用や交流拡大に寄与する事業 
 ・その他上記に属さないが、地域の活性化に寄与する事業 

２ 補助率及び補助限度額 
 ⑴補助金額の上限は、１事業１００万円とし、補助率は原則１００％とする。 
⑵補助金額の合計が牧区の配分額を上回った場合は、協議により決定する。 

３ 提案事業の審査と決定 
⑴牧区地域協議会委員によるヒアリングを基に、牧区の採択方針との整合性の 

審査や共通審査を行い、その後の会議（審査会）において採択事業等を決定 
する。 

 ⑵提案の状況によっては、複数の事業を提案した団体からの採択は１事業とす 
る場合がある。 

 ⑶継続事業においては、これまでの懸案事項や問題点を解決するための新しい 
工夫が追加されていること。工夫が見られないとみなされた場合、不採択あ 
るいは補助額が減額となる場合がある。 

 ⑷調査、研修及び計画づくり事業においては、次年度以降に本事業が実行され 
ることが確実に見込まれること。 

 
【基本審査・共通審査】 

・基本審査は、提案事業が「地域活動支援事業の目的と合致しているか」を確認 
するものです。また、共通審査は、次の審査項目と視点により審査を行うものです。 
 

≪共通審査の項目と視点≫ 

審査項目 審査の視点 

①公益性 ・提案事業の成果が広く地域に還元されるものか。 
・補助金を充てて購入した物品や修繕した施設等が、長く地域で活用
される見込みがあるか。 

・全市的な方向性と合致しているか。 
・提案者以外の市民や団体等に不利益を与えるものではないか。 

②必要性 ・地域の課題解決や活力向上に効果が見込まれる取組であるか。 
・地域の実情や住民要望に対応したものか。 

・緊急性の高い提案事業であるか。 
・ほかの方法で代替できないものであるか。 
・補助金を充てる経費が、提案事業を実施する上で不可欠なものであ
り、その規模も必要な限度となっているか。 
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③実現性 ・目標（達成すべきこと）や事業内容が明確なものか。 
・関係者との合意形成や組織内部での実施態勢が整っているか。 
・資金調達の規模や時期に無理はないか。 

④参加性 ・提案事業の実施に当たり、提案者に限らず多くの住民等の参加が期
待できるものか。 

⑤発展性 ・新しい発想が感じられる取組や、先進的な取組であるか。 
・事業の終了後における自立性や発展性は期待できるか。 
・提案団体に、信頼性や将来性はあるか。 

 

≪ポイント！≫ 
・地域協議会の審査では、「基本審査」、「牧区の採択方針との整合性の審査」及 
び「共通審査」の結果を踏まえ、総合的に判断が行われます。審査に当たって 
の基本的な考え方は、牧区総合事務所にご確認ください。 

 

■ 事業の紹介・公表 
 

・提案事業や採択事業は、市民の皆さんにその内容を広くお知らせするため、報道
機関に情報提供を行うほか、市のホームページなどで紹介します。 

・また、実施した事業について、事例集の作成や成果発表会での公表を予定してい
ますので、応募される場合は、あらかじめご了承ください。 

 

■ フロー図（事業実施の流れ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
牧区総合事務所（総務・地域振興グループ） 

  住 所：牧区柳島 522 番地 

  電 話：０２５－５３３－５１４１（内線１４５、１４７） 

  ＦＡＸ：０２５－５３３－５１３５ 

  メール：maki-soumu.g@city.joetsu.lg.jp 

※応募・事業提案に係るご相談に

ついては、事前にご連絡をお願い

いたします。 

 
上 越 市 

    自治・市民環境部 自治・地域振興課（☎ 025-526-5111 内線 1584） 

■ 応募をお考えの方は、まずは牧区総合事務所にお気軽にご相談ください!! 

①
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実
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成
果
報
告
会
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【提出いただく書類】 

 ・事業提案書  

 ・その他必要書類 

【提出いただく書類】 

 ・補助金交付申請書  

 ・その他必要書類 

※変更があった場合 

【提出いただく書類】 

 ・変更承認申請書  

 ・その他必要書類 

【提出いただく書類】 

 ・補助事業実績報告書  

 ・その他必要書類 

4/1～4/24 5/24 予定 6 月下旬 

②
個
別
事
前
相
談
開
始 

3/2～3/31 



上越市地域活動支援事業実施要綱 

目次 

第１章 総則（第１条―第４条） 

第２章 地域活動支援事業の募集等（第５条―第８条） 

第３章 補助金の交付（第９条―第１７条） 

第４章 雑則（第１８条） 

附則 

   第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、身近な地域における課題の解決を図り、及びそれぞれの地域の活力を

向上するため、市民の発意により実施する上越市地域活動支援事業（以下「地域活動支援

事業」という。）の実施及び地域活動支援事業を実施する団体等に対し予算の範囲内で交

付する補助金の交付に関し、上越市補助金交付規則（昭和４６年上越市規則第５６号。以

下「規則」という。）に定めるもののほか、必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによ

る。 

⑴ 団体等 ５人以上の構成員で組織され、市の区域内で活動する法人及び団体（政治活

動、宗教活動又は営利を目的とする法人又は団体を除く。）をいう。 

 ⑵ 提案者 地域活動支援事業に係る提案を行う団体等をいう。 

⑶ 地域活動支援事業費補助金 この要綱に基づき交付する補助金をいう。 

（対象事業） 

第３条 地域活動支援事業の対象となる事業（以下「対象事業」という。）は、公益性を有

する事業のうち市の歳出予算を通じて実施する事業で、かつ、第１条の趣旨に即したもの

とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、次に掲げる事業は、対象事業としない。 

⑴ 政治活動又は宗教活動を目的とする事業 

⑵ 公の秩序又は善良の風俗に反すると認められる事業 

⑶ 市が市の全域において実施する金銭又は物品の給付又は貸付けその他のサービスの提

供に係る事業 

⑷ 市の管理している施設の整備又は修繕に係る事業 

⑸ 国若しくは県の補助金又は市の地域活動支援事業費補助金以外の補助金の交付を受け



ることを予定する事業 

⑹ 市が実施すべきと認められる施設の建設及び開発に関する事業の計画の策定等当該事

業の実施の推進を目的とする事業 

（地域活動支援事業の実施方法） 

第４条 地域活動支援事業は、対象事業に対し市が地域活動支援事業費補助金を交付する事

業として実施する。 

   第２章 地域活動支援事業の募集等 

（配分額の提示） 

第５条 市長は、地域活動支援事業として採択する事業（以下「採択事業」という。）の募

集に当たり、あらかじめそれぞれの地域自治区における地域活動支援事業の配分額を提示

するものとする。 

（採択の方針等の決定） 

第６条 市長は、それぞれの地域自治区の意見を踏まえ、当該地域自治区における採択事業

の採択の方針、条件等（以下「採択の方針等」という。）を決定するものとする。 

２ 市長は、採択の方針等を決定したときは、速やかに公表するものとする。 

（採択事業の提案等） 

第７条 提案者は、採択事業を提案しようとするときは、市長が別に定める期間内に、市長

に対し上越市地域活動支援事業提案書（第１号様式）を提出しなければならない。 

２ 提案者は、前項の提案書を市長に提出した日以後に提案者が提案する採択事業に着手す

ることができる。ただし、着手した事業が次条第１項の規定による内定を得なかったとき、

又は第１２条第４項の規定により交付決定された補助金の額が申請額を下回り、若しくは

同項の規定により申請を却下されたときは、提案者は、当該採択事業の実施に当たり不足

する費用を負担しなければならない。 

３ 市長は、第１項の規定により採択事業の提案を受けたときは、当該提案の概要を公表す

るものとする。 

（採択事業の内定等） 

第８条 市長は、前条第１項の規定により採択事業の提案を受けたときは、それぞれの地域

自治区の意見を踏まえ、採択事業を内定するものとする。 

２ 市長は、前項の規定により採択事業を内定したときは、上越市地域活動支援事業の提案

に関する結果通知書（第２号様式）により、速やかに内定の内容を提案者に通知するとと

もに、採択事業の概要を公表するものとする。 

   第３章 補助金の交付 



（補助事業者） 

第９条 地域活動支援事業費補助金の交付を受けることができる団体等（以下「補助事業

者」という。）は、提案者のうち前条第１項の規定により採択の内定を得た事業（以下

「補助対象事業」という。）を実施する団体等とする。 

（補助対象経費） 

第１０条 地域活動支援事業費補助金の交付の対象となる経費（以下「補助対象経費」とい

う。）は、補助対象事業の実施に必要な経費とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、次に掲げる経費は、地域活動支援事業費補助金の交付の対象

としない。 

⑴ 採択事業の提案及び説明、地域活動支援事業費補助金の交付の申請、補助対象事業の

実績の報告並びに地域活動支援事業費補助金の請求に要する経費 

⑵ 補助事業者の運営に要する人件費、事務所経費その他の経費 

⑶ 補助事業者の構成員及び補助対象事業の実施に要する交渉その他会議の出席者の飲食

に係る経費（補助対象事業の参加者に供するお茶、ジュース及び菓子に係る経費を除

く。） 

⑷ 金券及び商品券の発行に係る経費 

⑸ その他市長が補助対象経費にふさわしくないと認める経費 

（補助金の額の上限） 

第１１条 地域活動支援事業費補助金の額は、補助対象経費の額（当該額に１，０００円未

満の端数があるときは、当該端数を切り捨てた額）を上限とする。 

（補助金の交付申請等） 

第１２条 規則第２条の規定による地域活動支援事業費補助金の交付申請は、地域活動支援

事業に係る予算の議決後、市長が別に定める期間内に行わなければならない。 

２ 規則第２条第１号の収支予算書及び同条第２号の事業計画書は、上越市地域活動支援事

業提案書（第１号様式）の写しとする。 

３ 規則第２条第３号の市長が必要と認める書類は、次に掲げる書類とする。 

 ⑴ 規約、会則又は定款の写し 

 ⑵ 補助対象事業に係る資金計画書 

 ⑶ 補助対象事業に係る見積書の写し 

 ⑷ 位置図その他の工事図面（補助対象事業に工事が含まれる場合に限る。）の写し 

 ⑸ その他市長が必要と認める書類 

４ 市長は、前３項の規定による申請書等の提出があったときは、これを審査し、地域活動 



 支援事業費補助金の交付の可否を決定したときは、上越市地域活動支援事業費補助金交付 

決定 
  通知書（第３号様式）により通知するものとする。 
却下 

（補助金の交付条件） 

第１３条 規則第４条の規定により付する条件は、次のとおりとする。 

⑴ 補助対象事業に係る経理を他の経理と明確に区分して行うこと。 

⑵ 地域活動支援事業費補助金に係る経理を明らかにした帳簿を備え、当該帳簿及び証拠

書類を補助対象事業の完了する日の属する年度の翌年度の初日から起算して５年を経過

する日まで保管すること。 

⑶ 補助対象事業が予定の期間内に完了しないことが見込まれるとき、又は補助対象事業

の実施が困難となったことが見込まれるときは、直ちに市長に報告を行うこと。 

⑷ 地域活動支援事業費補助金により取得し、又は効用の増加した施設、設備等は、補助

対象事業の完了後も善良な管理者の注意をもって管理するとともに、その効率的な運用

又は運営を図ること。 

⑸ 地域活動支援事業費補助金により取得し、又は効用の増加した施設、設備等で処分制

限期間（減価償却資産の耐用年数等に関する省令（昭和４０年大蔵省令第１５号）に定

められている期間又はそれに準ずると認められる期間をいう。）の間にあるものについ

て、関係書類を整備保管すること。 

⑹ 事業の完了により相当の収益が生ずると認められる場合には、地域活動支援事業費補

助金の相当額の全部又は一部を市に納付させる場合があること。 

（補助対象事業の変更承認等） 

第１４条 規則第６条第１項の規定による承認を受けようとするときは、補助事業者は、上

越市地域活動支援事業費補助金事業変更承認申請書（第４号様式）を市長に提出しなけれ

ばならない。 

２ 市長は、前項の申請書の提出があったときは、これを審査し、承認の可否を決定したと 

                        決定 
きは、上越市地域活動支援事業費補助金事業変更承認  通知書（第５号様式）により通 
                        却下 

知するものとする。 

（補助対象事業が予定した期間内に完了しないとき等の報告） 

第１５条 補助事業者は、第１３条第３号の規定に該当するときは、上越市地域活動支援事

業費補助金事業事故報告書（第６号様式）を市長に提出しなければならない。 

（補助金の実績報告等） 

第１６条 規則第８条第１項の規定による実績報告は、市長が別に定める期間内に行わなけ



ればならない。 

２ 規則第８条第１項の必要な書類は、次に掲げる書類とする。 

 ⑴ 補助対象事業の実施内容及び成果を確認することができる書類 

 ⑵ 補助対象事業に係る収支決算書及び収支決算書に記載された資金の移動が確認できる

書類 

３ 規則第９条の規定による確定の通知は、上越市地域活動支援事業費補助金交付確定通知

書（第７号様式）により行うものとする。 

（補助金の請求等） 

第１７条 補助事業者は、規則第９条の規定による確定の後でなければ、地域活動支援事業

費補助金を請求することができない。ただし、市長が必要と認めるときは、上越市財務規

則（昭和４６年上越市規則第３５号）第８７条の規定により概算払を行うものとする。 

２ 前項ただし書の場合における概算払の額は、交付決定を受けた額を上限とする。 

   第４章 雑則 

第１８条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、市長が定める。 

   附 則 

（実施期日） 

１ この要綱は、平成２２年４月１日から実施する。 

（平成２２年度における地域活動支援事業の特例） 

２ 平成２２年度の地域活動支援事業に係るこの要綱の規定の適用については、第５条中

「とする。この場合において、市長は、それぞれの地域自治区における前年度までの地域

活動支援事業の未執行額を配分額に加算することができる」とあるのは「とする」とする。 

   附 則 

 この要綱は、平成２３年４月１日から実施する。 

   附 則 

（実施期日） 

１ この要綱は、平成２３年８月３１日から実施する。 

 （経過措置） 

２ この要綱の実施の際現に交付され、又は保有している改正前の第１号様式は、当分の間、

適宜、適切な修正を加えて、改正後の第１号様式に相当する様式として使用することがで

きる。 

   附 則 

（実施期日） 



１ この要綱は、平成２４年４月１日から実施する。 

 （経過措置） 

２ この要綱の実施の際現に交付され、又は保有している改正前の上越市地域活動支援事業

実施要綱に規定する様式は、当分の間、適宜、適切な修正を加えて、改正後の上越市地域

活動支援事業実施要綱に規定する様式の相当する様式として使用することができる。 

附 則 

 （実施期日） 

１ この要綱は、平成２５年１月１日から実施する。 

 （経過措置） 

２ この要綱の実施の際現に交付され、又は保有している改正前の第１号様式は、当分の間、

適宜、適切な修正を加えて、改正後の第１号様式に相当する様式として使用することがで

きる。 

   附 則 

 （実施期日） 

１ この要綱は、平成２５年４月１日から実施する。 

 （経過措置） 

２ この要綱の実施の際現に交付され、又は保有している改正前の第１号様式及び第２号様

式は、当分の間、適宜、適切な修正を加えて、改正後の第１号様式及び第２号様式に相当

する様式として使用することができる。 

   附 則 

 （実施期日） 

１ この要綱は、平成２６年４月１日から実施する。 

 （経過措置） 

２ この要綱の実施の際現に交付され、又は保有している改正前の第１号様式及び第３号様

式は、当分の間、適宜、適切な修正を加えて、改正後の第１号様式及び第３号様式に相当

する様式として使用することができる。 

附 則 

この要綱は、平成２７年３月１０日から実施する。 

附 則 

 （実施期日） 

１ この要綱は、平成３１年４月１日から実施する。 

 （経過措置） 



２ この要綱の実施の際現に交付され、又は保有している改正前の第１号様式及び第２号様

式は、当分の間、適宜、適切な修正を加えて、改正後の第１号様式及び第２号様式に相当

する様式として使用することができる。 

 



第１号様式（第７条、第１２条関係） 

年  月  日 

上越市地域活動支援事業提案書 

（宛先）上越市長 

事 業 の 名 称 事業 

団体等の名称及

び代表者氏名 

（名称） 

（代表者） 

団 体 等 の 

所 在 地 
 

電 話 番 号  ＦＡＸ番号  

担当者 

氏 名  電 話 番 号  

住 所  ＦＡＸ番号  

備考 担当者の欄は、団体等の所在地、電話番号等と異なる連絡先に連絡を受ける必要が

ある場合に記入してください。 
 

１ 団体等の概要 

団体等の設立目的  

活 動 分 野 

※該当する活動の全
ての□に、レ点を
記載してくださ
い。 

□ 地域自治を担う人材の育成又は確保を図る活動 

□ 住民間で支え合って日常生活に関する課題の解決を図る活動 

□ 保健、医療又は福祉の増進を図る活動 

□ 社会教育の推進を図る活動 

□ まちづくりの推進を図る活動 

□ 学術、文化、芸術又はスポーツの振興を図る活動 

□ 環境の保全を図る活動 

□ 地域の安全を図る活動 

□ 人権の擁護を図る活動 

□ 子どもの健全育成を図る活動 

□ 情報化社会の発展を図る活動 

□ 経済活動の活性化を図る活動 

□ その他（                      ） 

設 立 年 月 年  月設立 

構 成 員 数 人（     年  月  日現在） 

直近の会計収支決算 

・収 入 額            千円 

・支 出 額            千円 

・収支差額            千円 

（期間：  年  月  日 ～     年  月  日） 

団 体 等 の 沿 革  

 



２ 事業の概要 

⑴ 事業の対象自治区、事業主体及び概算事業費 

事業の対象地域自治区名  区 

事 業 主 体  

事 業 費 等 事業費      千円（補助金希望額    千円） 

備考 複数の地域自治区にわたる事業の提案をするときには「事業の対象地域自治区名」

の欄に提案を行う地域自治区名を全て記入してください。 

⑵ 事業の目的及び期待する効果 

 

⑶ 採択の方針等との整合 

 

⑷ 事業の内容及び実施方法 

 

 



 ⑸ 事業の実施期間及び実施スケジュール 

事業の実施期間 年  月 ～    年  月 

事 業 の 実 施 

ス ケ ジュ ール 
 

 ⑹ 次年度以降の活動の見通し 

 

 

 

 

 

⑺ 事前協議 

事 前 協 議 の 必 要 性 □ 必要あり     □ 必要なし 

事 前 協 議 先  

備考 

１ 市有地及び市の施設を利用する事業を提案するときは、事業を行う区域の市の総合

事務所又はまちづくりセンターと事前に相談を行ってください。 

２ 自己所有以外の土地を利用する事業を提案するときは、土地所有者等と事前の相談

を行ってください。 

 

⑻ 事業の収支計画等 

  ア 収入の部                          （単位：円） 

費  目 金  額 説  明 

地域活動支援事業

費補助金 
  

   

   

合  計   

  イ 支出の部                          （単位：円） 

費  目 金  額 説  明 

   



   

   

   

   

   

   

   

   

合  計   

  備考 次に掲げる書類を添付してください。 

   ⑴ 規約、会則又は定款の写し 

   ⑵ 提案を行う事業に係る見積書の写し 

⑶ 位置図その他の工事図面（提案を行う事業に工事が含まれる場合に限る。）の写

    し 

 

（上越市暴力団の排除の推進に関する条例に基づく暴力団の排除のための誓約）  

⑴ 暴力団の活動において地域活動支援事業として採択を受けるものではありません。 

⑵ 地域活動支援事業としての採択により暴力団に対し利益を供与することはありません。 

⑶ ⑴又は⑵に反する場合は、この提案を不採択とされ、採択の決定を取り消され、又は

交付を受けた補助金を返還することを承諾します。 

□ 上記について誓約します。（□にレ点を記入してください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第２号様式（第８条関係） 

第     号 

年  月  日 

 

          様 

 

上越市長        □印  

（          ） 

 

上越市地域活動支援事業の提案に関する結果通知書 

 

次のとおり、上越市地域活動支援事業実施要綱第８条第２項の規定により    年   

月  日付けで提案のあった事業について結果を通知します。 

事 業 の 名 称             事業 

結 果 の 内 容 

 

□ 事業を採択します。 

 （採択の条件） 

 

 

 

 

□ 事業を採択しません。 

（採択しない理由） 

その他特記事項 

 

 



第３号様式（第１２条関係） 

第     号 

年  月  日 

          様 

 

上越市長        □印  

（          ） 
 
                          決定 

上越市地域活動支援事業費補助金交付  通知書 
                          却下 

 

    年  月  日付けで申請のあった地域活動支援事業費補助金の交付について、 
  と お り 決 定 
次の          したので通知します。 
  理由により申請を却下 

決定 

事業の名称                     事業 

交付決定額                  円 

交 付 時 期 

及 び 金 額 
 

交 付 条 件 

⑴ この補助金の対象となる事業及びその内容は、    年   

 月  日付け補助金交付申請書に記載のとおりとする。 

⑵ この補助金は、目的以外の経費に使用してはならない。 

⑶ 上越市地域活動支援事業実施要綱第１３条の規定を遵守するこ

と。 

⑷ 上越市補助金交付規則その他法令等の規定を遵守すること。 

 

却下 理 由 

 

 



第４号様式（第１４条関係） 

 

上越市地域活動支援事業費補助金事業変更承認申請書 

 

年  月  日 

 

（宛先）上越市長 

 

（申請者） 

所 在 地  

名 称  

代表者氏名 ○印  

 

次のとおり事業に係る変更の承認を申請します。 

事 業 の 名 称           事業 

変 更 の 内 容 

 

変 更 の 理 由 

 

備考 変更の内容又は理由について補足する必要があるときは、説明を補足する書類を添付

して提出すること。 

 



第５号様式（第１４条関係） 

 

第     号 

年  月  日 

 

              様 

 

上越市長        □印  

（          ） 
 

                         決定 
    上越市地域活動支援事業費補助金事業変更承認  通知書 
                         却下 

 

    年  月  日付けで申請のあった地域活動支援事業費補助金事業の変更につい 
    と お り 承 認 
て、次の          したので通知します。 
    理由により申請を却下 

事 業 の 名 称          事業 

決 定 の 内 容 

 

□ 次のとおり変更を承認します。 

（承認内容）  

 

 

 

 

（補助金交付額） 

・既決定額 

・増減額 

・変更決定額 

 

 

 

 

□ 次のとおり変更の承認申請を却下します。 

（理由） 

 

 

 

 



第６号様式（第１５条関係） 

 

上越市地域活動支援事業費補助金事業事故報告書 

 

  年  月  日 

 

（宛先）上越市長 

（報告者） 

所 在 地  

名 称  

代表者氏名 ○印  

 

次のとおり事故報告を行います。 

 

１ 事業の名称 

 

２ 事故報告の理由 

□ 補助対象事業が予定の期間内に完了しない。 

□ 補助対象事業の実施が困難である。 

 

３ 補助対象事業の遂行状況 



第７号様式（第１６条関係） 

 

第     号 

年  月  日 

 

              様 

 

上越市長        □印  

（          ） 

 

上越市地域活動支援事業費補助金交付確定通知書 

 

   年  月  日付けで報告のあった上越市地域活動支援事業費補助金について、次

のとおり確定しましたので通知します。 

事 業 の 名 称          事業 

確 定 の 内 容 

 

１ 補助金交付確定額       円 

   （交付決定額       円） 

 

２ 補助金交付確定額が交付決定額と異なる場合の理由 

 


